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今
月
の
日
光
ブ
ラ
ン
ド
は
　
　
　
　

「
 龍

王

祭

 」

り
ゅ
う
お
う
ま
つ
り

　
夏
と
い
え
ば
…
そ
う
、
お
祭
り
で
す
ね
。

７
月
　
日（
金
）～
　
日（
日
）に
は
、
今
年

２５

２７

で
　
回
目
を
迎
え
る
龍
王
祭
が
開
催
さ
れ

４６
ま
す
。

　
龍
神
を
祭
る
龍
王
祭
は
、
市
を
代
表
す

る
夏
祭
り
の
一
つ
。
昼
間
に
行
わ
れ
る
龍

王
峡
の
五
龍
王
神
社
に
お
け
る
神
事
を
皮

切
り
に
、
鬼
怒
川
・
川
治
の
両
温
泉
街
で

夏
の
風
物
詩
と
し
て
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ

　
今
月
は
、
栗
山
地
域
で
活
動
す
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
外

　
栗
山
地
域
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

平
成
　
年
　
月
か
ら
１
期
生
が
活
動
を

２３

１１

開
始
し
、
　
年
４
月
か
ら
は
２
期
生
が

２５

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
１
期

生
２
名
、
２
期
生
１
名
の
計
３
名
が
協

力
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
栗
山
地
域
の
面
積
は
、
市
の
約
４
分

の
１
を
占
め
、
協
力
隊
３
名
で
広
大
な

栗
山
地
域
を
毎
日
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
「
観
光
」「
福

祉
」「
移
住
」
な
ど
、
メ
ー
ン
の
担
当
を

決
め
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活

動
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
活

ン
ト
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
鬼
怒
川
温
泉

エ
リ
ア
で
平
成
　
年
か
ら
復
活
し
た
、
女

２５

性
だ
け
が
担
ぐ
女
 樽
 

た
る

 神
輿
 が
と
っ
て
も
華

み

こ

し

や
か
な
ん
で
す
。
樽
は
地
元
酒
蔵
の
樽
を

使
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
午
後
９
時
　
分
４５

～
　
時
の
最
後
の
　
分
間
は
花
火
も
打
ち

１０

１５

上
げ
ら
れ
、
万
燈
神
輿（
１
基
）、
女
樽
神

輿（
３
基
）と
花
火
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
最
高
で
す
外
」
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
女
性
の
神
輿
は
全
国
的
に

も
数
が
少
な
い
と
の
お
話
も
。
龍
王
祭
の

新
し
い
魅
力
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
、
期

待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
老
若
男
女
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
夏

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
龍
王
祭
。
今
年
の
夏
は
、

浴
衣
で
鬼
怒
川
・
川
治
へ
足
を
伸
ば
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

く
わ
し
く
は

総
合
政
策
課
　ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
　
緯（
　
）５
１
３
１

２１

地
域
お
こ
し
協
力
隊

進
め
！

れ
ま
す
。
龍
王
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
や
鬼

怒
川
 囃
  子
 の
演
奏
、
勇
壮
な
 万
  燈
 

ば
や
 し
 

ま
ん
 ど
う

 神
輿
 の

み

こ

し

 渡
  御
 、
タ
レ
ン
ト
ラ
イ
ブ
、
ス
テ
ー
ジ
イ

と
 ぎ
ょ

ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
７
月
　
日（
金
）・
　
日（
土
）に
開
催
さ

２５

２６

れ
る
鬼
怒
川
温
泉
エ
リ
ア
は
「
く
ろ
が
ね

橋
」
付
近
が
、
　
日（
土
）・
　
日（
日
）に

２６

２７

開
催
さ
れ
る
川
治
温
泉
エ
リ
ア
は
「
川
治

ふ
れ
あ
い
公
園
」
が
そ
れ
ぞ
れ
主
会
場
と

な
り
ま
す
。
多
く
の
露
店
も
祭
り
の
雰
囲

気
に
花
を
添
え
ま
す
。

　
市
観
光
協
会
鬼
怒
川
・
川
治
支
部
、
 川
 

か
わ

 添
  莉
  代
 さ
ん
に
龍
王
祭
の
お
す
す
め
ポ
イ

ぞ
え
 り
 
よ

く
わ
し
く
は

地
域
振
興
課
　
地
域
振
興
係
　
緯（
　
）５
１
４
７

２１

女樽神女樽神輿輿

動
の
内
容
は
来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
を
愛
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
３

名
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
外

　「
栗
山
は
こ
れ
か
ら
が
お
も
し
ろ

い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
活
動
を
は

じ
め
て
３
年
目
。
今
年
は
い
よ
い

よ
集
大
成
の
年
で
す
。
新
し
い
観

光
イ
ベ
ン
ト

や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
も

挑
戦
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
。

　
栗
山
に
来
て
２
回
目
の
夏
。
平

成
　
年
度
は
地
域
に
な
じ
む
こ
と

２５
が
活
動
の
中
心
で
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を

通
し
、
地
域

に
活
力
を
与

え
ら
れ
る
よ

う
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　
栗
山
で
迎
え
る
３
度
目
の
春
、

そ
ば
作
り
の
会
を
設
立
す
る
な
ど

よ
う
や
く
活
動
を
形
作
る
こ
と
が

で
き
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が

正
念
場
。
地

域
の
人
と
一

体
と
な
る
活

動
を
し
て
い

き
ま
す
外
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２０１４年７月号１３

１．虹色いろいろ～色えんぴつアート

　色えんぴつでカラフルに色を塗った紙を切り貼りすることで、魚や鳥など

の形をつくるワークショップです。

と　　き：７月２７日（日）午前１０時～正午（1回目）、午後２時～４時（２回目）

講　　師：美術館学芸員

定　　　　員：各回２０名（先着順）

参　加　料：無料

参加方法：７月４日（金）から電話で申し込む

　　術館は、夏休みのひとときを親子で楽しむことができる、２つの

ワークショップを開催します。家族そろって、ご参加ください。

怯
世
界
遺
産
と
は
②

　
世
界
遺
産
と
は
供
世
界
遺
産
条
約
僑

に
基
づ
き
「
世
界
遺
産
一
覧
表
」
に
記

載
さ
れ
た
建
造
物
や
遺
跡
（
文
化
遺
産
）、

自
然
な
ど（
自
然
遺
産
）
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
　

　
条
約
の
目
的
は
「
文
化
遺
産
及
び
自

然
遺
産
を
人
類
全
体
の
た
め
の
世
界
の

遺
産
と
し
て
損
傷
、
破
壊
等
の
脅
威
か

ら
保
護
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
国
際
的
な
協
力

及
び
援
助
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
」

（
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
で
す
。

　
条
約
は
昭
和
　
年
の
第
　
回
ユ
ネ
ス

４７

１７

コ
総
会
で
採
択
さ
れ
、
昭
和
　
年
に
　

５０

２０

カ
国
が
条
約
を
締
結
し
た
こ
と
で
正
式

に
発
効
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
が

加
入
を
決
定
し
た
の
は
、
採
択
か
ら
　２０

年
後
の
平
成
４
年
の
こ
と
で
す
。

　供
世
界
遺
産
条
約
僑
は
、
全
　
条
か

３８

ら
成
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に

示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
基
本
的
な
理
念

や
方
針
、
原
則
の
み
で
、
具
体
的
な
世

界
遺
産
登
録
の
た
め
の
手
続
き
な
ど
は

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
補
う
た
め
に
「
世
界
遺
産
条

約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
が
別
途

定
め
ら
れ
、
英
語
原
文
の
冒
頭
は
、

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ズ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

条
例
履
行
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
世
界
遺
産

登
録
に
必
要
な
条
件
や
基
準
と
い
っ
た

手
続
き
関
係
だ
け
で
な
く
、
登
録
後
に

行
う
べ
き
こ
と
や
、
世
界
遺
産
エ
ン
ブ

レ
ム
の
使
用
に
関
す
る
項
目
も
含
ま
れ
、

全
　
段
落
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
付

２９０
属
資
料
な
ど
を
含
め
る
と
英
語
原
文
で

　
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
量
に
な
り
ま
す
。

１５０　供
作
業
指
針
僑
は
定
期
的
に
改
定
さ

れ
、
最
新
版
は
２
０
１
３
年
版
で
す
。

な
お
、
原
文
は
英
・
仏
語
の
２
版
で
、

日
本
語
版
は
２
０
０
５
年
版
が
「
仮
訳

版
」
と
し
て
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
後
の
引
用
は

こ
の
日
本
語
版
に
よ
り
ま
す
。

　
　
　
鞄
　
　
　
　
　
　
　
鞄

　
次
回
は
供
世
界
遺
産
条
約
僑
と
供
作

業
指
針
僑
か
ら
世
界
遺
産
登
録
の
た
め

の
必
要
条
件
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
　
文
化
財
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
光
市
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‐
４
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８
６
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切り取ってご利用ください

世
界
遺
産 
日
光
の
社
寺

世
界
遺
産 
日
光
の
社
寺

〒３２１‐１４３１　日光市山内２３８８‐３　TEL：５０‐１２００
ホームページ　http://www.khmoan.jp/

且且且且

市市 民民 割割 引引 券券
（１枚につき、５名様まで有効）

且且

美

２．葉っぱでバッタを折ってみよう

　シュロの葉を折り紙のように折り進めていくことで、今にも動き出しそう

なバッタをつくるワークショップです。

と　　き：８月３日（日）午前１０時～午後０時３０分

講　　師： 池  田  正  光 氏（エコアーティスト）
いけ だ まさ みつ

定　　　　員：１０組（先着順）　※小学校３年生以上のお子さんと保護者で１組

参　加　料：５００円（作品制作・展示室観覧・飲み物付）

参加方法：７月４日（金）から電話で申し込む シュロの葉でつくるバッタ

ジンジャくん

連載

親子で楽しむワークショップのご案内


